
ディボーション質問表  今週の箇所は 26 章から始まっているエレミヤの後半生の事件が 45 章まで続く部分です。  15 日（月）エレミヤ書 28：1～9  ハナヌヤとの対決１ １．ハナヌヤはこの時どこにいて、誰に向かって語っているでしょうか（1～4節）？ その内容どのようなものですか？ 書き出してみましょう。  ２．ハナヌヤの語った事を聞いたエレミヤは、ここ（5～9節）で何を語っていますか？ エレミヤは何故このような事を語ったと思いますか？  16 日（火）エレミヤ書 28：10～17  ハナヌヤとの対決２ １．10～11節でハナヌヤは何をし、何を語っていますか？  ２．12～14節は主がエレミヤにハナヌヤに対して語るように言われた内容です。 どんな事が語られていますか？ そしてその結果はどうなりましたか？  ３．28章全体を読んで、ハナヌヤについて分かる事を書き出してみましょう。 そしてそこから避けるべき行動を見つけ出しましょう。  17 日（水）エレミヤ書 29：1～20  バビロン捕囚民への手紙１ １．1～3節は、この章の内容がどのような時にどのようにして伝えられたものであるかが、書かれています。 それを書き出してみましょう。  ２．4～9節で主はどのような事を語られているでしょうか？ その内容から私たちに適用できる事を見つけてみましょう。  ３．10～14節は捕囚の民に対しての主の約束が、15～20節には警告が書かれています。 この箇所から導き出せる原則は何だと思いますか？  18 日（木）エレミヤ書 29：21～32  バビロン捕囚民への手紙２ １．21～23節は誰に対して言われている言葉でしょうか？ 彼らに対して主はどのような警告をされていますか？ それはどのような理由によると言われていますか？  ２．24～32節は誰に対して言われている言葉でしょうか？ 彼はどのような事をしていますか？ それに対して主はどのようにすると言われていますか？  19 日（金）エレミヤ書 30：1～11  捕囚からの解放の予告１ １．主はエレミヤに主のことばを書き記せ、と命じました。 エレミヤがそのことばどおり、記したことで、後世のわたしたちにどんな影響をもたらしているでしょうか？ また、あなたは主から聞いた事を何かに書き記しているでしょうか？  ２．４～22 節には、イスラエルとユダの人々に対して、さばきと回復のメッセージが繰り返し語られています。 まず 11 節までの箇所で、さばきと回復についてそれぞれどのように書かれているかまとめてみましょう。  20 日（土）エレミヤ書 30：12～24  捕囚からの解放の予告２ １．12～17 節にはイスラエルのさばかれた姿が記されています。 この箇所から彼らがどのような状態だった事がわかりますか？ 彼らの姿から回復の希望を見つけ出すことが出来るでしょうか？  ２．18～22 節では、前の箇所で書かれていたような状態のイスラエルが回復される事が約束されています。 このような回復を可能とさせるために必要な事は何だったと思いますか？ 


